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つくみん公園遊具案内板

市民図書館木製テーブル

　６月 22 日、本委員会に付託された４議案
について審査を行いました。
●議案第 64 号　津久見市火災予防条例の一
部改正について
説　急速充電設備の全出力の上限を撤廃する
とともに、機器の火災予防上必要な措置を定
めるための規程の整備行うなど、所要の改正
を行うもので、審査の結果、全会一致で原案
のとおり可決しました。

●議案第 65 号　津久見市監査委員条例の一
部改正について
　審査の結果、全会一致で原案のとおり可決
しました。

●議案第 66 号　津久見市税条例の一部改正
について
説　森林環
境税の課税
開始や個人
市民税に係
る給与所得
者の扶養親
族等の記載
事項の簡素
化、軽自動
車税の環境
性能割の賦課徴収の特例など、所要の改正を
行うものです。
　委員から森林環境税は目的税であるが、具
体的な使用方法について質疑があり令和４
年度は、つくみん公園に遊具の案内板を設

置、市民図
書館の木製
テーブルを
設置、林道
の維持・補
修等に使用
したが今後
も担当課と
協議しなが

５月 16 日（火）開会
●議長・副議長・常任委員の選出などを行い
ました。
・・・詳しくは、本誌 10 ページ参照
●議案第 53 号　専決処分の承認を求めるこ
とについて（令和４年度一般会計予算の補正）
●議案第 54 号　専決処分の承認を求めるこ
とについて（令和４年度公共下水道事業特別
会計予算の補正）
●議案第 55 号　専決処分の承認を求めるこ
とについて（令和４年度保戸島航路事業特別
会計予算の補正）
●議案第 56 号　専決処分の承認を求めるこ
とについて（令和５年度一般会計予算の補正）
●議案第 57 号　専決処分の承認を求めるこ
とについて（令和５年度一般会計予算の補正）
●議案第 58 号　専決処分の承認を求めるこ
とについて（津久見市都市計画税条例の一部
改正）
●議案第 59 号　専決処分の承認を求めるこ
とについて（津久見市国民健康保険税条例の
一部改正）
●議案第 60 号　専決処分の承認を求めるこ
とについて（津久見市税条例の一部改正）
●議案第 61 号　専決処分の承認を求めるこ
とについて（津久見市税特別措置条例の一部
改正）
以上９議案、全会一致で承認しました。

●議案第 62 号　津久見市固定資産評価員の
選任につき同意を求めることについて
評価員　薬師寺　研　吾　
●議案第 63 号　津久見市監査委員の選任に
つき同意を求めることについて
監査委員　宮　本　和　壽
以上２議案、全会一致で同意しました。

説

説

5月臨時議会報告 6月議会（第2回定例会）委員会報告

総 務 常 任 委 員 会
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第２配水池（彦の内）

　６月 23 日、本委員会に付託された２議案
について審査を行いました。
●議案第 69 号　令和５年度一般会計予算の
補正について
　１億 9,925 万４千円を追加するもので、国
の物価・賃金・生活総合対策本部において、エ
ネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を
受けた生活者や事業者に対し、地方公共団体が
地域の実情に合わせ必要な支援をきめ細やか
に実現できるよう、「電気・ガス・食料品等価
格高騰重点支援地方交付金」を増額するとと
もに、低所得世帯への支援のため「低所得世
帯支援枠」が創設されたことに伴う各種事業等
の予算を計上したものです。民生費の低所得世
帯等給付金 9,000 万円（１世帯あたり３万円）
や農林水産業費の小規模事業者物価高騰等対
策事業支援金 500 万円、商工費のプレミアム
付クーポン券に関する事業費 5,100 万円など
についての質疑にそれぞれ答弁があり、審査の
結果、全会一致で原案のとおり可決しました。

●議案第 70 号　津久見市水道事業会計予算
の補正について
　収入の予定額 4,880 万円を企業債で増額
し、第２配水池改修工事を行うもので、審査
の結果、全会一致で原案のとおり可決しました。

●議案第 72 号から 79 号（農業委員会委員
の任命について）
　岩　﨑　達　也 氏　　瀨戸口　弥栄子 氏
　樋　口　寛　司 氏　　松　尾　長　生 氏
　渡　邉　秀　寿 氏　　上　杉　益　美 氏
　石　井　嘉一郎 氏　　五十川　正　文 氏
全会一致で同意しました。

ら取り組むとの答弁があり、審査の結果、全
会一致で原案のとおり可決しました。

●議案第 68 号  津久見市印鑑条例の一部改
正について
説　コンビニエンスストアで各種証明書を取
得する際に、今まではマイナンバーカードが
必要でしたが、今後はスマートフォンでも代
用ができます。まだ整備が追い付いていなの
で、実施可能になるのは秋ごろの予定である
と国は示しています。
　審査の結果、全会一致で原案の通り可決し
ました。

　６月 22 日、本委員会に付託された２議案
及び意見書１件について審査を行いました。
●議案第 67 号　津久見市水道事業の設置等
に関する条例の一部改正について
　給水地域の拡張や、新規水源の増設などに
伴い、給水区域や計画給水人口等を変更した
津久見市水道事業変更認可申請書が、大分県
から認可されたことにより、所要の改正を行
うもので、審査の結果、全会一致で原案のと
おり可決しました。

●議案第 71 号　他の普通地方公共団体の公
の施設を津久見市の住民の利用に供させるこ
とに関する協議について（豊後大野市）
　豊後大野市の三重全天候型運動場を津久見
市の住民に利用させることに関し、地方自治
法の規定に基づき議決を求めたもので、審査
の結果、全会一致で原案のとおり可決しまし
た。

●意見第３号　ゆたかな学びの実現と教職員
定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充
に係る意見書について
　委員より教育環境改善のために、すべての
職種においてと書いてあるが、この職種と
は何かとの質問やさらなる少人数学級を推進
するとともにあるが、このさらなる少人数学
級の目安はなどの質疑に、それぞれ答弁があ
り、審査の結果、全会一致で原案のとおり可
決しました。

結説 問 答…説明 …質問 …答え …結論 説…説明 問…質問 答…答え 結…結論

説

社 会 文 教 建 設 常 任 委 員 会

他…その他

予 算 常 任 委 員 会

そ の 他 の 議 案

〈 〉３



市内における住宅地付近の土砂災害対策は
どうなっているか

説　地球温暖化の影響で豪雨災害は毎年のよ
うに発生しており、今年も日本国内各地で被害
が発生しています。津久見市も平成29年の台
風災害後に、津久見川の河川改修の他、市内
各地で災害対策工事が行われています。しかし、
一昨年の宮山の崩落や昨年の中田区田尾団地付
近での農道崩落など、住宅地付近での土砂災
害も発生しています。災害対策工事などのハー
ド面での取り組みと、避難の呼びかけなどソフ
ト面での取り組み状況は
答　急傾斜地の崩壊への対策工事は人家５戸以
上では県事業で実施し、５戸未満では市の事業
で実施しています。この他にも県事業で砂防ダ
ムや治山ダムなどの工事も市内各地で行われて
おります。今後も地区要望などによる新たな土
砂災害対策箇所を大分県などに要望すると共に、

災害対策事業が円滑に進むように精力的に取り
組みます。また災害ハザードマップを全戸配布
し、平時から避難訓練などを行い、最近起きた
土砂災害時にも住人の迅速な避難が行われまし
た。また災害の発生が事前に予測される場合は
市民の安全を最優先し早めの避難の呼びかけを
行います。

　中学校統合後の第二中学校の活用は？

答　来年４月の統合中学校開校後の第二中学校
施設の利活用については、老朽化している市公
民館からの公民館機能の移設、生涯スポーツで
の活用、防災機能の設置の他、民間事業者の活
用など、幅広い視点での有効活用の検討を早急
に始めます。

　この他に、未就学児への支援（保育園・幼稚
園への支援も含む）に関する質問を行いました。

結説 問 答…説明 …質問 …答え …結論

答

答

問

年々激しくなる災害への対策強化を 井戸川　幸　弘
いどがわ ゆきひろ

6月20日㈫・21日㈬
10議員が登壇　傍聴者延べ27名

顔写真横の
二次元コードから
各議員の一般質問
の動画をご覧いた
だけます。

津久見市議会録画映像インターネット配信▷ http://www.kensakusystem.jp/tsukumi-vod/index.html

市政を問う市政を問う 一般質問

〈 〉４



問　地域公共交通の現状は
答　超高齢社会を迎えている本市においては移動手
段の確保のための、地域公共交通はなくてはならない
重要な交通手段です。しかしながら、利用者の減少
で大変厳しい状況です。

問　課題と今後の取り組みは
答　利用者の減少や燃料価格の高騰、加えて問題な
のが、運転手や船員の確保です。このような中、大分
運輸支局や大分県、大学教授等の学識経験者や交
通事業者、地域住民の代表などからなる「津久見市地
域公共交通活性化協議会」の委員と協議を重ね、令
和６年６月までに「津久見市地域公共交通計画」を策
定します。本市にとってより良い計画となるよう努めます。

問　グリーンスローモビリティの必要性は
答　時速 20キロ未満で公道を走る電動車を活用した
小さな移動サービスで、環境への負荷が少なく、高

齢者の移動手段の確保や観光客の周遊に資する新た
なモビリティとして期待されているのは認識しています。
本市としては「津久見市地域公共交通計画」を策定す
る中で、協議・検討を重ねていきます。

　独居高齢者世帯の現状は

問　推移について
答　令和元年2,086世帯、令和２年2,114世帯、令和３年
2,137世帯、令和４年2,161世帯、令和５年2,135世帯です。

問　課題と今後の取り組みは
答　誰かを頼らずとも生活していけるという高齢者がおり、
支援が届きにくい状況があります。今後は、「向こう三軒両隣」
の取り組みや医師、訪問看護師、ケアマネージャーなど多
職種間での連携で早期支援につながるよう、地域専門機
関等と緊密なネットワークづくりに取り組んでいきます。

　他に、相談のサポート体制について質問しました。

問　納税額の推移と現状、これまでの取組、昨
年度途中から中間事業者に委託した効果について
答　Ｒ元年度約 6,300 件で約 9,200万円、Ｒ２
年度約１万 5,200 件で約２億 1,700万円、Ｒ３年
度約１万 800 件で約１億 6,900 万円、Ｒ４年度
約 7,400 件で約１億 500万円でした。この減少
傾向を打破すべく、昨年度途中で中間事業者と
してヤマト運輸㈱と契約し、ふるさと納税サイト
の再構築、返礼品提供事業者の事務軽減、新
規の出品支援、業務の効率化、輸送コストの最
適化による経費の効率化等ができました。

問　現時点での課題と課題解決に向けた今後
の取組について
答　今年度目標２億 5,000万円達成のため、掲
載サイトの追加、新たな広告方法の展開、返礼
品事業者の新規開拓、季節ごとのキャンペーン
等の展開を行っていく予定です。

問　２年間で約１億円以上の減収、一般財源
ベースで約 5,000 万円以上の減、全国的な
伸びを考えると、それ以上と思えますが
答　減収傾向は、深刻に受け止めています。経
費を含めて納税額の 50％以下というルールがあ
りますが、新しい手立てについては、機を見て躊
躇せず予算対応していきます。

問　認定農業者にしても 40 人中５人しか登
録がない。中間事業者が入って出品者の事務
負担が軽減されたＰＲが足りないのでは
答　中間事業者とともに、今後さらに生産者等
への丁寧な説明を展開していきます。

問　ふるさと納税で、地域を活性化していく
ためには、もっと体制を強化すべきでは
答　直ちに、全庁的に議論をして取り組んでいき
ます。

答
問

答
問

答

答

答

問

問

問

島　田　　勝　
しまだ まさる

移動手段の確保! 地域公共交通

答

答

答

答

答

問

問

問問

問

内　田　隆　生
うちだ たかおふるさと納税で、地方創生を!!
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問　新庁舎建設費の見通しは
答　実施設計完了時の建設費は、34 億 2,600
万円。今後の物価上昇等に対応する分として
5,000 万円を予算化しています。物価の上昇等
がどのように推移するか不確定なところもありま
すが、状況の変化に応じて様々な工夫をしなが
ら事業実施できるよう力を尽くしていきたいと考
えています。

問　現庁舎、今後の方向性は
答　「津久見市立地適性化計画」に基づき、「現
市役所庁舎」の有効活用に向け、「どのような
課題があるか」「どのように課題を解決していく
か」といった「課題の整理」から着手していき
たいと考えています。
→令和３年、４年と同様の質問をしていますが、
今回も具体的な答弁はありませんでした。

CNP（カーボンニュートラルポート）形成
に向け、市は主体性をもった取り組みを !

問　CNP に関する市の認識は
答　CNPの形成は、石灰石・セメント産業な
ど本市を支える重要な産業を、将来の脱炭素
社会においても継続させるため、非常に重要な
ものであり、本市の将来においても、立花地区
の埋立てなどの港湾整備や企業誘致による地
域活性化に繋げていかなくてはならないと考え
ています。

問　対応する部署を設ける考えは
答　CNPを含めた脱炭素社会の実現に向け
た取り組みは、環境保全部門はもちろんのこと、
企業誘致、港湾整備、また林業や水産業など
様々な部署が関係します。そこで、横断的なプ
ロジェクトチームの設置を検討しています。

問　子育てに関する相談体制はどのように
なっていますか
答　社会福祉課に家庭児童相談員を２名配置し、
日常的な相談体制を整備するとともに、健康推
進課と連携し乳幼児検診に同席し、保護者の方
ともお話をするなど相談業務に取り組んでいます。
基本的に開庁時間内での対応となりますが、大
分県「いつでも子育てほっとライン」では、子育
てに関する相談を24時間 365日受け付けていま
す。

問　今後、相談支援体制の充実を図っていく
ということでよいですか
答　今の状態でも、県内トップレベルの子育て
支援をしているのだと思います。さらに安心して
子育てができる津久見市にするための体制の強
化を引き続き検討していきたいと思います。

　ごみ中継施設設備について

問　なぜ、ごみ中継施設が必要となったのか
答　家庭系・事業系の可燃ごみを一括して効率よ
く運搬できれば、収集運搬に係る財政負担の軽
減につながりますし、収集作業員の肉体的負担
の軽減も図られると同時に、これまでどおりの市
民・事業者からの持込体制も維持できるからです。

問　稼働後、住民が注意することは
答　ごみ中継施設が稼働すれば、家庭系可燃
ごみの収集体制は、従来の２台体制になります
ので、各地区のごみ回収時間も従来の形に戻る
ことに注意いただきたいと思います。ごみ量、道
路状況等により収集時間は日々前後することがご
ざいますので、取り残しが生じないよう、午前８
時 30 分までにごみ集積場にお出しいただくよう
お願いしているところです。

答
問

答
問

結説 問 答…説明 …質問 …答え …結論 結説 問 答…説明 …質問 …答え …結論

答

答

問

問

菊　池　正　一
きくち しょういち新庁舎と現庁舎は表裏一体

双方に、今後要する莫大な費用を明らかに!

答

答

答

答

問

問

問

問

野　田　和　廣
の　だ かずひろ子育て支援の充実を
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問　生徒の学習環境への影響をどう考えてい
ますか
答　現状としまして、改修工事を行っている以
上、工事による騒音や振動、使用場所の制限な
ど、通常と違った学習環境での生活を送ってい
ることは事実であると認識しています。これから
暑くなる中、グラウンドの改修工事も始まり、砂
ぼこり等が舞う可能性があります。その場合はエ
アコンなどを活用したいと考えています。今後も、
今しかできない教材として工事現場の作業員の
方や重機の様子を観察したり、生徒にとっても貴
重な体験のひとつとなるよう担当課としても考え
ています。

問　騒音や振動の数値はどうなっていますか
答　校舎には、外に１カ所・中に４カ所騒音計
を設置していて、今まで 20 回程度、数値をオー
バーしています。

問　この工事の最高責任者である川野市長に
伺いますが、県内どこにもない中学校をつく
ると言っていました。しかし、生徒ががまんし
ながら学ぶ学習環境は問題があると思います
が、どう考えていますか
答　いろいろな制限がある中で、ああいう形で
するのがベストであろう。あるいはベターかもし
れない。騒音は聞く者によっても違う。その音が
どこから出てくるかによっても違う。カエルが鳴
くだけで騒音公害だと言う人もいる。自分たちが
いる校舎がこのように変わっていくというのを見
る教育的効果がある。その時に、ことさらマイナ
ス面だけをとり上げて丸木議員の言うようにいつ
までも言うというのは、逆にマイナスの部分があ
るんじゃないかなと思います。

　この他にも、「人口減少問題」についても質
問しました。

問　マイナンバーカードのトラブル発生状況
とトラブルの対処方法は
答　今のところトラブルの報告は確認されてい
ません。コンビニ交付サービスについては、国か
らの指示があり点検した結果、問題なかったと
連絡を受けています。もしも、不適切な事案が
あった場合は、速やかに対応を行ってまいります。
　公金口座に誤った登録があった場合は、お持
ちのスマートフォン等で、マイナポータルへログ
インし、「最新の公金受取口座の登録・変更」へ
アクセスし、確認することが可能です。誤りがあっ
た場合には、削除・修正を行っていただく事に
なります。
　マイナポイント事業で別人に誤って付与が
あった場合は、申し込みを行ったコールセンター
へ問い合わせる事になります。
　なお、不安に思うことがありましたら市民生活
課へお問い合わせ下さい。

問　マイナ保険証に代わる「資格確認書」の
説明と、国保税を納めている人が無保険にな
る可能性は
答　健康保険証を廃止すると、医療保険者等
は、「資格確認書」を申請によって提供するこ
とになっています。あるいは、申請がなくても
保険者が必要と認めるときは、交付できるよう
になっています。
　市内の病院や薬局では、トラブル等の情報は
ありません。

　青江ダムの管理状況について

問　大雨の度に大量の土砂が流れこんでいま
す。現状を報告して下さい
答　県土木では２年に一度の調査で堆砂率は、
7.8 パーセントとのことです。堆積土砂の除去
予算を要望する予定と聞いています。

答

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

問

丸　木　一　哉
まるき かずや一中改築工事における学習環境の改善を!

どうなっているのかマイナンバーカード 知　念　豊　秀
ちねん とよひで
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　出生数減少について

問　近年の出生数の推移とその要因は
答　津久見市の出生数は、平成30 年度 80人、令
和元年度 75人、令和２年度 54人、令和３年度 61人、
令和４年度42人で減少傾向となっています。また会
計特殊出生率は国1.30、県1.55に対し市1.62となっ
ています。
　要因としては、経済的理由、出産年齢の上昇、晩婚、
生活スタイルの変化等、様 考々えられますが、25歳〜
34歳までの女性の割合が国 5.0%、県 4.1%に対し
市 2.7%と低いことも要因の一つと考えています。

問　出生数増加のための取り組みは
答　本年度、津久見市では「住む」「働く」「産んで
育てる」の３つの柱を一体的に推進し、人口減少に
歯止めをかけ、定住促進につなげていくための事業
を実施しています。子育てに関しては、保育科の無償

化をはじめとした妊娠出産期から乳幼児期、就学期
の各ライフステージに応じた支援策に取り組んでいま
す。新たな市独自の取り組みとしては、市内在住で新
規就労した方への奨学金返還支援事業を開始します。
　今後も「若い世代が未来を託せるまちづくり」に必
要な取り組みを進めていきます。

　津久見高校の支援について

問　一市一校の津久見高校への支援施策は
答　津久見市では平成 23年度より補助を行っており、
令和５年度はこれまでより増額し452万円を予定して
います。
　内容は、「進学力ステップアップ」支援、「就職力ステッ
プアップ」支援、「硬式野球部強化事業」の他、市
内の小中学校と連携を深め、児童生徒に津久見高
校をより身近な存在と認知してもらうような活動を行っ
ていきます。

問　投票率が19%低い 58%に下がった要
因は
答　津久見市においての投票率が低かった要因
としては、統一地方選挙の前半戦では、津久見
市選挙区の大分県議会議員選挙が無投票になっ
たことや後半戦の津久見市議会議員選挙では、
定数 12 名に対し、現職７名、新人３名の計10
名しか津久見市議会議員選挙立候補予定者等説
明会に出席がなく、３期連続で無投票になる可
能性があると報道され、定数割れが生じるので
はないかと懸念されるほど選挙に対する盛り上
がりが無かったことが要因と考えられます。
　また、全国的に政治への関心が低下している
ことも要因の１つと考えられます。

問　投票率向上に向けた対策は
答　20歳のつどいで、来場した若者に統一地方
選挙の投票の呼びかけを行ったり、津久見市明

るい選挙推進協議会などの関係機関と連携し若
年層の投票率アップに向けた啓発活動に取り組
みました。また、津久見高校３年生を対象に選
挙出前講座の開催を予定しています。

　後期高齢者医療制度について

問　津久見市の現状は
答　令和４年10月１日から、一定以上所得のあ
る方の医療費の窓口負担が、現役並み所得者を
除いて１割負担から２割負担へ変更になりました。
対象者は、被保険者総数4,112人のうち524人
となっています。
　改正に併う問合せや相談は、数件ありました
が、丁寧な説明を行うように努めました。
　今後も負担が増加した方が、受診控えにつな
がることのないように大分県後期高齢者医療広
域連合と連携して制度の周知に努めてまいります。

結説 問 答…説明 …質問 …答え …結論 結説 問 答…説明 …質問 …答え …結論

答

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

問

髙　野　幹　也
たかの みきなり子育て支援「大分県No.1」を目指して

12年ぶりに行われた
市議会議員選挙を考察 倉　原　英　樹

くらはら ひでき

感…感想
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「議会報告会」を開催します!

問　街なか観光拠点について今後の進め方は
答　津久見の魅力を発信する集客交流拠点整備とし
て、「道の駅」としての登録も視野に入れることになりま
す。現在は、計画後の「実現可能性調査」をしている
段階です。
　また、地域懇談会を開催し、市民の皆様との意見交
換会を行い、同時に関係機関や関係団体ともヒアリング
を行いながら、進めていきたいと思います。

問　道の駅＋別の目的があるというような、オプショ
ンを楽しむことができる道の駅にするような計画が
ありますか
答　基本計画に基づき、石灰石・セメント産業など、
津久見ならではが感じられる施設を目指しています。現
在、「実現可能性調査」を実施中です。

問　プレミアム商品券の今後の予定は
答　新型コロナウイルスの影響を受けている市内事業

所等で使える、市内景気の回復を図ることを目的にし、
過去7回発行しています。そして、第 8弾として、令和
5年10月を予定に、準備を進めています。

問　年金生活をされている方から、偶数月に出して
ほしいという意見もありました。多くの人が買いや
すいような取り組みは検討していますか
答　以前は、アプリを活用しての申込、販売所に直接
行って申込の２通りを実施し、２週間前の事前申し込み
としました。多くの市民が買いやすいように関係機関と
検討を進めていきます。

問　観光施策への取組強化を
答　イルカ島来訪後のお客様は、つくみん公園への来
訪が多く、市内で昼食をとるという行動が続いています。
「街なか観光拠点」を津久見市グランドデザイン構想とし、
つくみん公園等と一体的に整備する事で、津久見市での
滞在期間を延長していただく施策を推進していきます。

「議会報告会」を開催します!

日　時　　令和5年8月9日㈬19：00〜
会　場　　津久見市民会館　1階会議室

議会からの報告や、参加者の皆さんとの意見交換を行います。
多くの方のご参加をお待ちしています。

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

植　田　志　ほ
うえだ し　ほ津久見市の観光への取り組みの強化を

9月定例会のご案内（予定）
9月04日㈪
12日㈫
13日㈬
14日㈭
15日㈮

9月25日㈪
10月04日㈬

05日㈭
13日㈮

開会
一般質問
一般質問
常任委員会
常任委員会

採決
決算特別委員会
決算特別委員会
採決・閉会
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明日を拓く市民のために! ～新体制スタート～明日を拓く市民のために! ～新体制スタート～
正副議長あいさつ正副議長あいさつ

議 長
黒木 章三

副議長
島田   勝

　市民の皆様には、日頃から市議会の活動に対しまして、ご理解・
ご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。
　私どもは、去る５月16日の市議会臨時会におきまして、正副議長に
就任いたしました。今回の改選から、議員定数が14名から12名となり、
新たなスタートをいたしました。
　市議会といたしましては、小さな声にも耳を傾け、本市の課題であ
ります定住対策や人口減少問題などの課題解決に向け、明日を拓く市
民のために、行政機関と連携を深め取り組んで参る所存でございます。
　市民の皆様におかれましては、引き続き本市議会に対し、ご理解・
ご協力をいただきますようお願いいたします。

津久見市議会では、「開かれた議会」を目指し、令和５年５月から
市議会ホームページで、正副議長公務日誌「一期一会」の公開を
始めました。是非、ご覧ください。

正副議長公務日誌「一期一会」を始めました!正副議長公務日誌「一期一会」を始めました!正副議長公務日誌「一期一会」を始めました!正副議長公務日誌「一期一会」を始めました!

総務常任委員会
≪委 員 長≫　菊池　正一
≪副委員長≫　植田　志ほ
≪委　　員≫　野田　和廣　　島田　勝
　　　　　　　宮本　和壽　　髙野　幹也

議会活性化委員会
≪委 員 長≫　丸木　一哉
≪副委員長≫　井戸川　幸弘
≪委　　員≫　植田　志ほ　　内田　隆生
　　　　　　　倉原　英樹　　知念　豊秀

社会文教建設常任委員会
≪委 員 長≫　丸木　一哉
≪副委員長≫　内田　隆生
≪委　　員≫　倉原　英樹　　井戸川　幸弘
　　　　　　　黒木　章三　　知念　豊秀

予算常任委員会
≪委 員 長≫　倉原　英樹
≪副委員長≫　野田　和廣
≪委　　員≫　議長を除く全議員

議会運営委員会
≪委 員 長≫　髙野　幹也
≪副委員長≫　知念　豊秀
≪委　　員≫　倉原　英樹　　丸木　一哉
　　　　　　　菊池　正一　　井戸川　幸弘

臼津広域連合議会
≪議　　長≫　黒木　章三
≪議　　員≫　野田　和廣　　内田　隆生
　　　　　　　井戸川　幸弘　宮本　和壽

議会広報委員会
≪委 員 長≫　島田　勝
≪副委員長≫　丸木　一哉　
　　　　　　　井戸川　幸弘
【議会だより編集部会】
≪部 会 長≫　丸木　一哉
≪副部会長≫　宮本　和壽
≪部　　員≫　植田　志ほ　　内田　隆生
　　　　　　　髙野　幹也
【議会報告会等開催実行部会】
≪部 会 長≫　井戸川　幸弘
≪副部会長≫　野田　和廣
≪部　　員≫　倉原　英樹　　菊池　正一
　　　　　　　知念　豊秀

大分県後期高齢者医療広域連合議会
≪議　　員≫　島田　勝

津久見市監査委員
≪監査委員≫　宮本　和壽

こちらから
アクセス
ください。

結説 問 答…説明 …質問 …答え …結論 結説 問 答…説明 …質問 …答え …結論
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須坂市視察風景（委員会室）

第一中学校工事見学

　長野県須坂市議会から、福祉環境委員会８名（随行１名・福祉部局職員１名含む）が行政視
察のため来庁されました。正副議長が出席し、市議会を代表して議長が歓迎の挨拶を行いました。

＊視察内容
【津久見市の孤独・孤立支援の
　　　　　　　　取組について】
社会福祉課・社会福祉協議会から、
説明がありました。

内 容 ◦支援体制の概要について
　　　◦体制整備に至る経過、
　　　　現在の取組内容について
　　　◦今後の課題や検討事項について
　　　◦各部署等での特徴的な支援内容、
　　　　成果について　等

　６月 1日に、令和６年度の津久見中学校開校に向けた
工事の現地視察を行いました。
　工事の騒音や現場作業の様子について担当課から説明
があり、議会として、授業に影響のないよう工事関係者
と連携し進めるよう、要望しました。

【工事内容】
◦第一中学校校舎長寿命化改修工事、校舎増築工事及び

環境整備工事
◦共同調理場整備事業（学校給食を一カ所拠点方式へ移行するための改修、食物アレルギーに

対応するための増築を行い、食の安全・安心の確保を図るための事業）

永年勤続表彰
　６月 14 日に東京で開催された第
99 回全国市議会議長会定期総会で、
議員永年勤続表彰が行われました。
　当市議会からは、議員勤続 20 年以
上で、知念豊秀議員と髙野幹也議員
が受章し、６月定例会の最終日（６月
30 日）に表彰伝達式を行いました。

長野県須坂市議会福祉環境委員会の皆さんが来津しました

津久見中学校開校に向けた工事の現地視察を行いました

〈 〉11



う え だ 　 し ほ
植 田　志 ほ

の だ 　 か ず ひ ろ
野 田　和 葊

う ち だ 　 た か お
内 田　隆 生

し ま だ 　 ま さ る
島 田　  勝

①趣味：キャンプ、パン作り、
　　　　乗馬
②好きな歌：スマイルフラ
　　　　　　ワー（TUBE）
③座右の銘：何事も経験

①趣味：絵画
②したい事：旅行
③座右の銘：我に厳しく

①趣味：農業、アウトドア、
　　　　料理
②座右の銘：明けない夜は
　　　　　　ない
③したい事：山椒の６次産
　　　　　　業化

①趣味：ドライブ、
　　　　体を動かすこと
②好きな歌：兄弟船
　　　　　　（鳥羽一郎）
③したい事：旅行

く ら は ら 　 ひ で き
倉 原　英 樹

ま る き 　 か ず や
丸 木　一 哉

きくち　しょういち
菊 池　正 一

い ど が わ 　 ゆ き ひ ろ
井戸川　幸 弘

①趣味：野球、ゴルフ
②好きな食べ物：甘い卵焼き
③したい事：家族旅行

①趣味：魚釣り、読書（好き
　　　　な作家は城山三郎）
②座右の銘：ご縁
③したい事：授業

①趣味：洗濯
②座右の銘：能ある鷹は
　　　　　　爪を磨け
③したい事：街創り

①趣味：古典芸能
②座右の銘：初心忘れるべ
　　　　　　からず
③やりたい事：動画配信

くろき　しょうぞう
黒 木　章 三

みやもと　かずとし
宮 本　和 壽

た か の 　 み き な り
髙 野　幹 也

ち ね ん 　 と よ ひ で
知 念　豊 秀

①趣味：ウォーキング
②座右の銘：一期一会
③したい事：海外旅行

①行ってみたい所：
　　国内 おわら風の盆
　　国外 イエローナイフ
②してみたいこと：流浪の旅
③自身の志向：
　　徒労でもよい《》まず動け

①趣味：将棋、ソフトボール
②好きな食べ物：ラーメン
③欲しいもの：健康

①趣味：最近ナンプレに
　　　　凝ってます。
②好きな食べ物：魚料理
③座右の銘：不屈

議員紹介（ 12名の新しい議員を紹介します）※議席番号順

似顔絵は、上
うえすぎ　たかし

杉隆司さん（市内在住）作です。
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